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赤ちゃんたちが皆楽しそうに反応。ママたちも嬉しそう

北目助産師から日常生活で実践できるセルフケアを学びました

7月に開催された「にんしんSOS東京の相談現場から」で
の生・性（いのち）を語るエデュケーター認定研修内容の一部
をお伝えします。一般社団法人にんしんSOS東京代表理事で
ある助産師の中島かおり先生より、にんしんSOS東京発足に
至った社会背景や取り組み、今後の課題などについてのご講
和でした。
　現在日本では年間全妊娠数の15％である約17万件の人
工妊娠中絶が行われ、中絶を繰り返している人は年間中絶者
数の35％にものぼるというデータが示されました。にんしん
SOS東京に寄せられた相談の中には9回目の中絶という人も
おり、背景には経済的理由のほか、DV問題があるケースも多
いということでした。
　一方、内閣府は母子保健分野において「切れ目ない支援」を
キーワードに、各自治体からの支援サービスが妊娠期～育児
期において継続的に提供される社会を目指そうとしています。
内閣府が掲げる「切れ目ない支援」は妊娠の届出時つまり母子
手帳交付から始まると考えていますが、超ハイリスクの特定妊
婦（病院に行くお金がない、妊娠しても産むことはできないと
考えている、産みたいけれど産めるのだろうかと一人で悩んで

いるなどの対象となっている妊婦）の大半は、妊娠の届け出を
することすらできず、未受診・母子手帳未交付のままだそうで
す。中島先生は、支援のスタートラインは妊娠の届出からでは
なくもっと早い時期「妊娠したかも…」という時点から当事者と
繋がる仕組みが必要であると指摘されていました。
　また、妊娠に関する相談窓口として電話相談を設置している
自治体も多いのですが、そこにもいくつかの課題があるとご指
摘なさいました。たとえば援助者は看護職が多く、福祉や法的
な専門職者など他職種よるサポート体制の不足や、匿名によ
る単回相談が多く支援を継続的に行うことが難しい、同じ人が
複数回電話を掛けたとしても援助者(担当者)が毎回異なりス
ムーズな介入ができない、中絶しようと思っている人の相談に
はのらない窓口が多いことなどです。
　にんしんSOS東京では、「妊娠したかも…」という時点から
看護職・医師・社会福祉士・弁護士など様々な専門家に相談する
ことができます。また、各相談員間で情報をいつでも共有でき
るような体制を整えているため、初めは匿名であってもやり取
りを重ねる中で顔の見える関係となり、自立までの継続的支援
を行うことができるように活動されているそうです。
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　継続支援の方法として、①傾聴と課題の整理整頓、②確かな
情報の提供、③その人にとっての答えや出口を一緒に探す（キ
ーパーソンを明確化する、関係機関・連携先とも顔の見える関
係になることなどを含む）があるそうです。これらの3つの方法
のなかで私にとって特に印象的だったことは、①傾聴と課題の
整理整頓“すでに背負っている沢山の課題（荷物）を手放しても
らう”ために徹底的に話を聞くということでした。妊娠したかも
しれないという事象だけでなく、その人が抱えている他の心配
事や不安、人間関係などを含む社会的な課題、ジェンダー・セク
シュアリティに関する様々な課題（荷物）を当事者は背負ってい
ます。話すことでそれらを少しずつ手放し身軽になっていくと、
本当の気持ちをさらに表出できるようになるということでし
た。看護者の役割として、当事者の背負っている大きな荷物を
一つ一つ降ろしていけるようお手伝いするというイメージであ
るということが、私の中でとても共感を得ました。私は普段、産
婦人科外来の相談室において多くの妊産褥婦にお話を伺う機
会がよくあります。中には、予期しない妊娠だったケースの他、
自然流産という結果になってしまったケース、流産手術が急遽
決まったケース、妊娠前からあるいは妊娠期間中に新たに精
神的・社会的課題を抱えるケースなど、内容は様々です。その
ような方々に関わる際の自分の姿勢として応用できると思い
ました。また今までの自分の姿勢はどうだったかと振り返るき
っかけにもなりました。
　次に、中島先生は顔の見えない当事者へのアウトリーチに

ついて話されました。にんしんSOS東京への相談手段は電話
やメール、SNSのダイレクトメッセージであるということでし
た。相談にのる側が援助をしたいと思うことは当然なのです
が、「救いたい気持ち」を強く出し過ぎてしまうと相手が引いて
しまい、連絡を絶たれてしまったり気持ちを引き出せなくなっ
てしまう可能性があるため注意が必要とのことでした。当事者
にとって物理的・心理的にアクセスしやすい入り口を作りつつ
（過去に他者に相談したがそこで嫌な思いをしたなど、相談す
るという行動のハードルが高くなっている場合にはそのハード
ルをどう下げるかも検討）、当事者の“援助要請力”を奪わずに
むしろエンパワメントするという姿勢でいることにより、当事者
にとって安心・安全な存在となることが大切であるということで
した。
　最後に中島先生は、にんしんSOS東京のような妊娠に関す
る葛藤の相談窓口の充実と、生と性の正しい知識の獲得をは
じめとする包括的な性教育の必要性を強調されました。また、
それらが充実することで、社会全体でリプロダクティブヘルス・
ライツが尊重されるようになり、予期しない／望まない妊娠や
虐待の減少、ゆくゆくは医療費・社会福祉金の抑制、少子高齢
化のスピード緩和につながっていく大きな可能性があるとも
仰いました。生と性（いのち）の教育がそのような大きな可能
性を持っているということが示され、ほんの一部分であるもの
のその教育に関わる者として身の引き締まる思いがしました。

当会では、会員である助産師達の活動を知ってもらい、協力して
一緒に活動する方々を募集しています。イベントを通じて、子育て中
のお母さんたちが、個人賛助会員に申し込んでくださっています。
　今年度は5回の賛助会員向けイベントを開催します。そのうちの
2回を9月21日と10月22日に中野区にあるゼロホールで開催しまし
た。赤ちゃん連れのお母さんと、育児支援者の方々が集まっていた
だき楽しい会となりました。
　9月21日のテーマは「子そだてが楽しくなるママのためのボディ
ケア」で、講師を務めてくださったのは前東京都助産師会会長の北
目助産師です。北目助産師は長年、子育て中のお母さんたちの姿勢
や体の動かし方を指導してきているベテラン助産師です。日常生活
で実践できるセルフケアを学び、赤ちゃん連れのお母さん達から身
体が軽くなったと、好評でした。育児支援者のおひとりでの参加の
方々も子育て支援に役立つセルフケアを学ばれていました。その
後、松が丘助産院院長の宗が「育児に必要なホルモンの話」をお伝
えしました。また、可愛いキルトを森田助産院からお借りして「ごろ寝
アート」も楽しみました。
　当初、赤ちゃん連れのお母さんの集まりが少なく心配していまし
たが、雨が降っていたにもかかわらず当日参加の方が多くあり、親子
の参加が12組あり、計23名の参加となりました。とても賑やかな会
になりました。

　賛助会員とは助産師以外の方で、当会をサポートし
てくださる気持ちがある方です。年会費3000円（入会
金なし）で、どなたでも入会できます。賛助会員になる
と、以下の特典があります。
☆会員向けニュースレター『サンバ通信』を送ります。
☆メルマガで情報提供を予定しています。
☆一般向けの講座を割引価格で参加できます。
☆東京都助産師会と協力して活動することができます。

　賛助会員とは助産師以外の方で、当会をサポートし
てくださる気持ちがある方です。年会費3000円（入会
金なし）で、どなたでも入会できます。賛助会員になる
と、以下の特典があります。
☆会員向けニュースレター『サンバ通信』を送ります。
☆メルマガで情報提供を予定しています。
☆一般向けの講座を割引価格で参加できます。
☆東京都助産師会と協力して活動することができます。

　10月22日は「赤ちゃんのための手遊びとわらべ歌」を新宿中野杉並地域で活
躍中の平尾時栄助産師が講師になり、お母さんが楽しくお子さんと遊べるように
指導してくださいました。2か月ぐらいから1歳ぐらいまでの赤ちゃんとお母さんが
参加してくださいました。
　小さな赤ちゃんたちも、お母さんの歌声や手遊びに楽しく反応して、とても楽し
い会となりました。最近赤ちゃんとどのように遊んでよいかわからないお母さん達
が増える中、親子で楽しめる手遊びやわらべ歌は、育児支援者にとっても是非学
びたい内容でした。
　また、ここでは宗（松が丘助産院院長）が「夜泣きに悩むお母さんのための寝か
しつけのコツ～実践編～」と称して赤ちゃんを寝かしつけるコツについての話をし
ました。
　夜泣きに悩むお母さんは多くいらっしゃいますが、寝かしつけのコツは、大人の
健康法と同じ、早寝早起きにあります。夜型になっているご家庭が多い中、これを
実行することは難しく感じますが、赤ちゃんの生活リズムに合わせて生活すること
が重要であるとお母さんたちに伝えることが出来ました。
　こちらも親子や育児支援者計29名が参加され、皆楽しく過ごされていました。
今後も子育て中のお母さん方が楽しめる企画を開催し、個人賛助会員を募ってい
く予定です。
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今回、初めてとうきょうマタニティフェスタに参加しました。東
京都助産師会館のフロアをすべて使用し、プレママや産後のマ
マと赤ちゃん、そして助産師が楽しめる空間になっていました。
私は主に、東京都助産師会が主催するイベントに取材させてい
ただきました。
　まずベビーウェアリング講座では抱っこの仕方を人形を使っ

て一緒に練習します。人形とはいえ、慎重に首をささえながら
「こんな感じかな」「こわーい！」といった笑顔と冷や汗？が混ざっ
た楽しい会話がきかれました。初めての体験に緊張しながらも、
これから産まれてくる赤ちゃんにわくわくしている様子でした。
　スリングやさらし一枚布を使用したおんぶや抱っこの方法も
体験します。赤ちゃんが心地良いだけでなく、ママやパパも快適

な方法を学ぶことでお互いの負担が少なく、赤ちゃんとの
時間をより楽しく過ごすことが出来ると感じました。驚いた
のはパパからの質問が多く、育児への積極的な姿勢がみら
れたことです。コツやポイントを丁寧に教えてもらいながら、
「上手ですね！」とほめられるととても嬉しそうでした。
　お母さんが妊娠中の２歳の男の子は、初めてのおんぶで
ママと同じ目線にびっくりしていましたが、ママと密着してい
ることですぐに安心した様子でした。私は、抱っこはほとんど
が新生児なので、首のすわった乳幼児の抱っこやおんぶは
とても興味深かったです。
　そして、毎年の恒例の助産師によるお産劇は、病院編と
助産所編の2部構成です。陣痛が発来して助産師へ電話
をかける場面から、入院して出産までの流れを笑いあり涙
ありのリアリティある劇でした。私も劇を観ながら、「そうそう
こんな感じ」と皆と劇に一緒に入り込んでしまいました。
　多くの妊婦さんが、出産は病院で産むものと思っていま
す。しかし、お産劇を観た後の感想では、「初めてのお産なの
で病院を選んだのですが、劇をみて助産院という選択肢も
あると知りました。」や「助産院で産むときの、緊急時の対応
を教えてほしい」など助産院を知り関心を持ってもらう機会
にもなりました。　また個別相談出来るブースもあり、それ
ぞれの相談事に対して、とても丁寧に対応されていました。
助産師はお産だけでなく妊娠の時から産後、子育てまで相
談できる専門家であるということも知っていただいたと思
います。
　この他、子供と楽しめる年賀状の「おひるねアート」や、赤
ちゃんとのコミュニケーションツールを学ぶ「ベビーサイ
ン」などユニークで楽しいブースもあり、プレママプレパパ、
産後のママパパ、子どもたちが楽しめる場となっていまし
た。参加して頂いた方には、助産師をより身近に感じてもら
える良い機会となったと感じました。今回、私はマタニティ
フェスタに初めて参加し、話を聞いたり劇を観たりと、とても
楽しかったです。たくさんの方に、気負わず楽しく妊娠から
出産、子育てまで出来るように、またそれを支援する助産師
のことを知ってもらえるよう、来年もマタニティフェスタを
たくさんの助産師で盛り上げて行ければと思いました。


